
お
り
、
そ
の
下
に
は
「
右
い
ち
ば
道
、
左
ゆ
あ
さ
道
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
参
詣
道
は
宮み

や

橋ば
し

を
渡
り
、
白
岩
丹
生
神
社
へ
と
至
り

ま
す
（
写
真
③
）。
白
岩
丹
生
神
社
は
、
元
は
現
在
地
よ
り
も

東
側
に
あ
っ
た
も
の
を
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
鳥
屋
城

の
城
主
畠
山
氏
が
現
在
地
へ
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
は
、
欄ら

ん

間ま

の
彫
刻

な
ど
に
極ご

く

彩さ
い

色し
き

が
残
る
優
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
拝
殿
前
に
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ネ
ズ
の

老
樹
が
あ
り
ま
す
。
約
四
十
五
度
の
傾
斜
で
ね
じ
れ
な
が
ら
斜

め
に
の
び
、
上
部
は
三
つ
に
枝
分
か
れ
し
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
は

成
長
が
極
め
て
遅
く
、
幹
周
二
．
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
こ
の
老

樹
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
号
に
引
き
続
き
、
高
野
参

詣
道
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
金
屋
熊
野
十
二
社
か
ら
の
主
要

な
高
野
参
詣
道
は
、
中
井
原
・
中
野
方
面
へ
北
に
進
み
ま
す
。

如に
ょ

意い

輪り
ん

寺じ

は
、
室
町
時
代
に
鳥
屋
城
の
城
主
畠は
た
け

山や
ま

氏
や
城
代
を

務
め
た
神じ

ん

保ぼ
う

氏
の
菩ぼ

提だ
い

所し
ょ

と
な
っ
た
こ
の
地
域
の
古こ

刹さ
つ

で
す
。
明

治
時
代
に
は
、
中な

か

野の

尋じ
ん

常じ
ょ
う

小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
日
本
で
初
め

て
源
氏
物
語
辞
典
を
完
成
さ
せ
た
郷
土
の
偉
人
の
一
人
で
あ
る
北き

た

山や
ま

谿け
い

太た

も
こ
こ
で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
（
写
真
①
）。

如
意
輪
寺
の
す
ぐ

北
西
、
国
道
と
市
場

方
面
へ
分
か
れ
る
三

差
路
に
は
道
標
と
し

て
道
分
け
地
蔵
が
あ

り
ま
す
（
写
真
②
）。

こ
の
道
標
は
、
高
さ

七
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど

の
自
然
石
の
上
部
に

地
蔵
尊そ

ん

が
彫
ら
れ
て

高
野
参
詣
道（
四
）
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